
, 

ぺ__ ■ _ 

-1-
0 (D 

一  '

0 
'Tj 0 f:o .:1
X '

= 1

C1'11 0 -l::｠" ' 
-1・:11ヨ'' l
(1.0
t1、::)_
0  

2
0
l
O
f
3
f
l9
m

,、一
一m'端
世
器
f
 
Tel.Fax
6
72,
7595 



第◆58号2010年3月 19 日

各
事
業
所
よ
り,i la,e◆、
見
発
表

十
一時
四
〇
分
よ
り
、
東
京

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
連
絡
会
副
代

表
及
び
N
p
〇
法
人
地
域
福
祉

ネ
ッ
ト
・結
代
表
の
中
川
早
苗

氏
よ
り
移
送
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

者
と
運
転
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

』

 

-

言B査
方
、、'M

東
京
都
内
の
団
体
会
員
 
(利

用
者
・運
転
協
力
者
) 
に
お
願

い
し
、
回
答
を
も
と
に
集
計
し

た
そ
う
で
す
。

そ
し
て
、
日
野
市
社
会
福
祉

協
議
会
運
転
協
力
者
の
中
村
邦

夫
氏
と
目
黒
チ
ェ
ア
キ
ャ
ブ
を

走
ら
せ
る
会
の
利
用
者
、
松
岡

千
恵
氏
よ
り
、
実
際
の
声
と
し

て
話
が
あ
り
ま
し
た
。

利
用
者
の
思
い

・人
と
の
交
流
が
し
た
い
。

・介
助
者
が
い
な
い
と
使
え
な

い
と
言
わ
れ
る
事
が
多
い
。

・
日
常
の
楽
し
み
に
使
い
た
い
。 

・車
の
車
種
に
よ
っ
て
値
段
が

違
う
為
、
固
定
の
値
段
に
し

て
欲
し
い
。

な
ど
の
声
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昼
食
休
憩
を
挟
ん
で
、

十
三
時
三
〇
分
か
ら
は
、 
N
p 

リ
ー
新
法
の
制
定
に
伴
い
、
車
椅

子
ご
と
乗
れ
る
福
祉
タ
ク
シ
ー
の

イ
メ
ー
ジ
で
検
討
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
全
て
の
人
に
と
っ
て
状
況

が
改
善
さ
れ
る
よ
う
な
方
向
が
大

事
で
あ
り
、
一般
タ
ク
シ
ー
の
事

業
者
が
採
用
で
き
る
条
件
を
議
論

し
ま
し
た
。

U
D
タ
ク
シ
I
の
条
件
の
一
つ

と
し
て
5
ナ
ン
バ
ー
と
い
う
の
が

あ
り
ま
す
。 
料
金
は
普
通
の
小
型

タ
ク
シ
I
と
同
じ
な
の
で
す
が
、

駅
待
ち
の
折
に
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
の

U
D
タ
ク
シ
ー
が
順
番
に
当
た
っ

た
お
客
さ
ん
が
乗
車
を
し
て
い
た

だ
け
な
い
と
い
う
事
例
も
あ
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
も
広
く
知
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
に
努
力
が
必
要
で

す
」
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

・',-,,一解-
富常
等・囀一--常-德

富富、津--常
-,・ 

〇
法
人
か
み
の
や
ま
福
祉
運
送

サ
ー
ビ
ス
の
齊
藤
富
夫
氏
と
N 

p
〇
法
人
福
祉
送
迎
サ
ー
ビ
ス
・ 

杉
並
の
長
谷
川
信
儀
氏
よ
り
「道

路
運
送
法
改
定
後
に
活
動
を
始

め
た
元
気
な
N
p
〇
の
紹
介
」

と
題
し
て
、
活
動
の
概
要
に
っ

い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。

十
四
時
三
〇
分
よ
り
、
「未

来
を
走
る
ュ
ニ
バ
ー
サ
ル
タ
ク

シ
I
」
と
題
し
て
全
国
ハイ
ヤ
ー
・ 

タ
ク
シ
I
連
合
会
理
事
の
岡
本

八
重
子
氏
か
ら
、
「国
土
交
通

省
で
は
、
路
線
バ
ス
に
続
い
て
、

タ
ク
シ
ー
に
も
ュ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
(略
し
て
U
D
)の
車

両
を
導
入
す
る
検
討
会
を
続
け

て
ま
い
り
ま
し
た
。 
バ
リ
ア
フ

十
五
時
四
〇
分
よ
り
、
「公

平
な
移
動
を
保
障
す
る
た
め
の

交
通
財
源
の
確
保
と
投
入
」
と

題
し
て
、
東
京
交
通
新
聞
社
取

材
報
道
部
長
の
武
本
英
之
氏
、

N
p
〇
法
人
全
国
移
動
サ
ー
ビ

ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
の
鬼
塚

正
徳
氏
、
慶
応
義
塾
大
学
部
教

授
の
中
島
隆
信
氏
、
生
活
共
同

組
合
パ
ル
シ
ス
テ
ム
千
葉
総
合

企
画
部
長
の
中
根
裕
氏
よ
り
話

が
あ
り
ま
し
た
。

交
通
財
源
と
は
?

使
い
や
す
い
交
通
サ
ー
ビ
ス
や
、

施
設
建
設
、
事
業
運
営
の
た
め

に
必
要
な
資
金

交
通
財
源
の
優
れ
た
点

★
広
く
浅
<
と
い
う
発
想

・
ュ
ニ
バ
ー
サ
ル
・サ
ー
ビ
ス

に
ふ
さ
わ
し
い
財
源

★
税
に
頼
ら
な
い
仕
組
み

・税
収
は
、
景
気
に
左
右
さ
れ
、

予
算
の
分
捕
り
合
戦
を
招
く

★
行
政
に
頼
ら
な
い
配
分
方
法

・民
間
非
営
利
の
フ
ッ
ト
ワ
ー 

ク
の
良
さ
を
活
用

★
雇
用
の
創
出
に
つ
な
が
る

・交
通
サ
ー
ビ
ス
へ
の
需
要
増

に
っ
な
が
る

交
通
財
源
の
確
保
案

公
共
交
通
機
関
や
自
家
用
自

動
車
に
関
す
る
手
続
き
に
「ュ

ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
料
」
を

付
加
す
る
形
で
財
源
を
確
保
で

き
る
の
か
?

一、
公
共
交
通
機
関
の
運
賃

に
付
加

二
、
自
家
用
自
動
車
の
車
検

時
の
重
量
税

三
、
自
動
車
の
販
売
に
付
加

四
、
従
来
の
関
連
税
制
度

①
ガ
ソ
リ
ン
税

②
道
路
の
通
行
料

五
、
諸
外
国
の
財
源
制
度
(フ

ラ
ン
ス
の
交
通
負
担
金

制
度
な
ど
) 

吉田 樹助教

十
六
時
五
〇
分
よ
り
、
首
都

大
学
東
京
助
教
の
吉
田
樹
氏
と

東
京
ハ
ン
デ
イ ・キ
ャ
ブ
連
絡

会
代
表
の
荻
野
陽
一氏
が
、
一

日
の
ま
と
め
を
し
ま
し
た
。

「こ
れ
か
ら
、
交
通
基
本
法
が

で
き
て
、
移
動
が
人
権
に
明
確

に
位
置
付
け
ら
れ
て
く
る
と
、

福
祉
有
償
運
送
だ
け
で
は
回
っ

て
い
か
な
い
訳
で
、
行
政
は
、

バ
ス ・
タ
ク
シ
ー
な
ど
と
束
ね

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し

く
み
に
な
っ
て
き
ま
す
。

た
だ
そ
の
方
法
は
、
東
京
と

地
方
で
は
考
え
方
は
違
う
と
思

い
ま
す
。 
実
は
霞
ケ
関
で
は
ど

う
し
た
ら
い
い
の
か
ま
だ
困
っ

て
い
ま
す
。

各
地
域
で
皆
さ
ん
が
実
践
し
、

考
え
を
膨
ら
ま
せ
て
、
こ
う
い

う
場
で
示
し
て
く
だ
さ
い
。

本
日
の
会
が
そ
の
き
っ
か
け

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た

ら
成
功
だ
と
言
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
」

と
の
言
葉
で
締
め
く
く
り
、

十
七
時
一 〇
分
に
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。 


